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研究成果の概要（和文）：本研究は、1980年代以降の日本の中学・高校の歴史教科書に掲載されている東南アジ
ア史関連の図版に着目する。ただし、その内容自体の検討よりも、背景としての学界動向や学説史、教科書出版
を取り巻く社会情勢の推移との関係を明らかにすることを目指し、教科書記載図版の網羅的調査を行うことがで
きた。
日本史分野については史学史の雑誌論文、アジア史については東南アジア史通史や経済史を中心とする広域アジ
ア史の概説書として発表した。

研究成果の概要（英文）：This study focuses on the maps and figures related to Southeast Asian 
history published in Japanese junior and senior high school history textbooks since the 1980s. 
Rather than examining the contents themselves, we were able to conduct a comprehensive survey of the
 maps in textbooks with the aim of clarifying the relationship between the trends in the academic 
community, the development of theories, and the transition of the social situation surrounding the 
publication of textbooks as the background. 
We published some journal papers on the historiography of the Japanese history, and a text book of 
the wide Asian history focusing on the economic history including Southeast Asia.

研究分野： 東南アジア史

キーワード： 朱印船　歴史教科書　日本町
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研究成果の学術的意義や社会的意義
東京の教科書図書館にて網羅的な教科書現物調査を行った。その成果は現在成稿中である。研究成果としては、
蓮田はアジア史の学界展望・回顧に関するレビューを発表し、内田は日本の歴史教育に関する論考を日英両言語
で発表した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
近年の教育改革を通じて、「主体的・対話的で深い学び」が目標として示された。これに伴い

教科書の位置付けにも変化が生じ、生徒が自分たちで学ぶための道具としての役割が重視され
るようになり、図表や問いの掲載が増加した。そのため、教科書を問題とする場合、本文の記述
内容だけでなく、地図やグラフ、概念図などの役割や影響力に目を配る必要が高まってきた。他
方、中高での地理教育で世界地誌についての網羅主義が放棄されたこともあり、地理教育の専門
家からは、世界認識を形成する役割も世界史（本研究課題開始時点では高校での必履修科目）に
譲らざるを得ないという認識も提出されており、歴史教科書に掲載される各種地図の重要性は
高まっている。 
しかしながら、現行の歴史教科書には誤りを含む地図が確認される。例えば日中直接交易が不

可能なために朱印船制度が生まれたにも関わらず、朱印船が日本と中国とを結んでいるような、
深刻な誤りを含む地図が多くの歴史教科書に掲載されている（これは、本研究開始時点での状況
で、高校での歴史系科目が再編された後の、2022 年度から開始された「世界史探究」「日本史探
究」の教科書についてはこの限りでは無い）。特に中学では全社の教科書に地図が掲載されてお
り、かつほぼ全てが上述の誤りを含んでいる。つまり、特定の執筆者や出版社の怠慢として切り
捨てることは不適当で、なぜ、何に依拠してこのような誤った地図が各社で採用されているのか
が問われねばならない。代表者および協力者の川口・久礼が朱印船貿易・日本町関連の主要研究
書・教科書所載図版を分析した結果、それらの誤りには元となる既存の研究文献が存在し、その
段階での誤りが歴史教科書に引き写されたり拡大されたと考えられる場合が多いことが判明し
た。 
 
２．研究の目的 
本研究は、中学・高校の歴史教科書に掲載されている東南アジア史関連の図版（特に朱印船貿

易・日本町関連地図）における記載を網羅的に収集・分類した上で現在の研究水準に照らした訂
正を行い、それら誤記の来源をできる限り確定することを目的とする。それらの地図は世界史で
は半分ほどの教科書にのみ掲載されているが、日本史および日本史が多くの分量を占める中学
の歴史教科書では例外なく掲載されている点に留意する。また、日本史研究者と東南アジア史研
究者の協働によって、教科書執筆者を取り巻く学界動向の推移、学習指導要領の変遷や教科書出
版を取り巻く社会経済情勢の推移が与えた影響も当然、検討の対象となる。 
中学校社会科歴史分野および高校日本史（日本史 A は近現代のみのため除外）、世界史の教科

書に掲載されている図版のうち、2018 年および 19 年発行の教科書にて多数の誤りがあること
が確認されている朱印船貿易・日本町関係地図に対象を絞り込む。また、現在は教科書出版から
撤退している会社も含めて網羅的に調査を行う。 
代表者らのこれまでの研究から、1986 年出版の『週刊朝日百科日本の歴史 31』（朝日新聞社）

所載地図が大きなインパクトを与えたと予想されること、戦後初期の教科書は残存状況が良く
ないことなどから、1980 年代初頭以降を中心に調査を行う。調査の過程で 70 年代以前に遡る
必要があると判断されれば、適宜調査範囲を拡大する。 
 
３．研究の方法 
当初予定では、教科書図版の閲覧・複写は協力者を含めた全員で分担して行う。代表者の蓮田

は全体の統括を行うとともに、地図の記載のうちインドシナ地域の検討、東南アジア史に関する
関連学説史の検討を行う。分担者の内田は日本史学界の動向や教科書を取り巻く日本社会の社
会的制度的な変化を検討する。協力者の川口はタイ・ミャンマーを担当し、同じく協力者の久礼
はインドネシア・マレーシア地域を担当するというものだった。 
しかしながら、新型コロナウイルスの蔓延状況の問題から、教科書図版の閲覧・複写について

は、代表者の蓮田が単独で教科書図書館（東京都江東区）に出向いて撮影を行い、昭和 40 年大
以降の中高歴史教科書所載の朱印船貿易関連図版については、ほぼ全て調査することができた。
また、当初計画では古書店などを通じて古い教科書を購入することも予定していたが、古書店が
主に取り扱っている教科書は希少性と史料性の高い戦前刊行のものが中心で、昭和後半期以降
の教科書はほぼ市場に出回っていなかった。 
 
 
４．研究成果 
研究期間全体を通じての最終的な研究成果は、論文 4 本（うち、英文 2）、書評・学界展望 3

本、学会発表 5 回（うち、国際学会 3 回）、翻訳書 2 冊（上下巻）、分担執筆した書籍 2冊、ワー
キングペーパー1本となる。書評・学界展望が 3本あり、また学会発表も学界展望的性格のもの
が多く、本課題の性格を反映している。 
これらのうち、研究分担者の内田は、歴史教育に関わる論文を 3篇（英文 2）発表し、学会発

表を 1 回行ったほか、日本の学術史に関する書籍 2冊の編者となっている。 



研究代表者の蓮田は、共訳の翻訳書であるアンソニー・リード（著）『世界史のなかの東南ア
ジア：歴史を変える交差路』（上下、名古屋大学出版会、2021 年）が第 39 回大平正芳記念賞特
別賞を受賞した（2023 年 2月）。この賞において、翻訳書の受賞は異例とのことであり、審査委
員会から本訳書がいかに高く評価されたかが分かる。また、本研究の成果を含んだ概説書として、
古田和子・太田淳（編）『アジア経済史』（上、岩波書店）を刊行したほか、本研究プロジェクト
の主題である朱印船貿易に関わる書評 1篇を刊行、学会報告 1回を行った。これに加えて、東南
アジア史全体の学界展望に関連するブックチャプターおよび学界展望論文 1篇を発表した。 
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